
 

委託業務実績報告書 

 

業務委託番号 平成 30年度 農委第 22号 

委託業務名称 有機農業検証事業委託 

委託業務場所 長浜市域 

履 行 期 間 平成 30年 5月 18 日～平成 31 年 3 月 29 日 

 

 １．目的 

本事業は、有機農業の推進を図るとともに、有機農業による自然環境機能の増進及び

環境負荷の低減に向けた環境と調和のとれた農業生産の普及を目指して、本市における

有機農業に向けた検証を行うことを目的とする。 

 

 ２．内容 

   本市において有機質資材を用いた循環型での自作培土の作成や活用に向けた検証及

びその他検証に必要な事項を行う。 

  

３．報告事項 

  （１）堆肥づくり（自作培土・肥料等土壌改良材の作成）について 

     有機質資材について、自作培土・肥料等土壌改良材に活用できる資材か分析調

査を行い、地域の活用できる資材を使用した堆肥づくりを進めた。 

研修会を開催し、栽培技術や知識の向上を図った。 

      

  （２）情報発信・普及啓発について 

     市内外に向けて有機農業の推進、普及啓発のための活動を行った。 

      

  （３）販路開拓・流通ルートの確保について 

     共同出荷組織「おてまいり屋」を立ち上げ、販路先や実需者との交流を行い、

試験販売を実践することができた。また、栽培品目の選定や流通方法、栽培基準

等について協議を行い構成員の組織的な出荷への意識を高め、更なる販路開拓

や流通ルートの確保を図った。 

      

 

  



平成 30 年 7 月 16 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 30 年 7 月 16 日 ※全８回実施

講 師 名 ： ******** 会 場 ： 湖北町上山田

内容

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 　PR販売



平成 30 年 7 月 23 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 30 年 7 月 23 日

講 師 名 ： ******** 会 場 ： 元浜町（びわこレストランROKU前）

内容

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 　PR販売

※他１回実施



平成 30 年 12 月 10 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 30 年 12 月 10 日

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 研修会参加　高品質・多収穫・おいしく・高栄養価　有機農業の弱点を克服した有機農業

講 師 名 ： 日本有機農業普及協会 会 場 ： 三重県四日市庁舎

内容

BLOF（生態系調和型理論）理論に基づく栽培理論の解説。有機栽培における土づくりや、農作
物の生育メカニズムや土壌成分の分析、アミノ酸系肥料やミネラル補給の重要性について研修
を受けた。



平成 31 年 1 月 24 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 31 年 1 月 24 日

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 研修会　　農産物に含まれる硝酸イオンと施肥について

講 師 名 ： 農産普及課　普及指導員　常喜氏 会 場 ： 市役所4-A会議室

内容

　市会議室において硝酸イオンについての説明や測定方法の講義を受け、実際に測定を行い、
その数値の見方や以後の施肥について指導を受けた。

測定の様子

硝酸イオンメーターによる硝酸

態イオンの計測



平成 31 年 1 月 24 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 31 年 1 月 24 日 ～ 平成 年 月 日

講 師 名 ： 中村　富男氏 会 場 ： 市内朝日町　ほか

内容

　H31/1/24　市内で利用可能な資材の確認と堆肥の製造方法の指導を受けた。その後、種菌作
りを行った。次年度、各生産者が堆肥づくりを研修する。

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 土づくり（堆肥づくり）

ビール粕（朝日町）

竹の粉末（湖北町小倉）

市内肥料製造業者視察



種菌づくり（小谷上山田町・新庄馬場



平成 31 年 2 月 23 日

長浜市有機農業推進協議会

平成 31 年 2 月 23 日

報告書

報 告 日 ：

所 属 ：

実 施 日 ：

件 名 ： 全国有機農業の集い2019in琵琶湖

主 催 日有研全国大会2019／日本有機農業研究会 会 場 ： 大津市　アヤハレークサイドホテル

内容

 日本各地から、日本の有機農業を支える経験や意識の高い生産者等が参加し、講演や基調提言
を通して有機農業に関する情報収集を行うとともに、各分科会では参加者がそれぞれ希望する
分野の話題提供を受け研鑽することができた。また、参加者間の交流の機会もあり情報交換を
行った。

特別講演・基調提言

ワークショップ「有機が当たり

前の未来」


